
ロジスティードグループのサステナビリティ
ロジスティードグループは、経営理念である「広く未来をみつめ�人と自然を大切にし�良質なサービスを通じて�豊かな社会づく
りに貢献します」のもと、持続可能な社会の実現に貢献すべく、サステナビリティの取り組みを推進しています。

CSR推進の基本方針
ロジスティードグループは、経営理念のもと、多様なス
テークホルダーとのコミュニケーションによって持続可能
な社会の実現をめざし、サステナビリティと経営の統合を
進めていくため、CSR推進の基本方針に沿った活動をし
ています。このサイクルを回していく中で、ESG（環境・社
会・ガバナンス）情報の開示も積極的に進め、SDGsにつ
いてもさまざまなステークホルダーと連携し、達成に貢献
していきます。

国際的イニシアティブへの参画
ロジスティードグループは国連グローバル・コンパクト(➡P75）（以下「UNGC」）への支持を表明しています。UNGCは、
持続可能な発展をめざすための世界的枠組みづくりに参加する自発的な取り組みです。当社グループは、UNGCの10原
則に関する進捗状況の年次報告等を通じて10原則の実現に向けた努力を継続しています。

● SDGsへの貢献
SDGsは、UNGCが達成をリードする2030年に向けた国際社会共通の17の目標であり、当社グループはSDGsへの取り
組みの重要性を深く認識しています。SDGsの目標のうち、私たちに特に関連の深い目標は8つです。注力分野への取り組
みの強化を通じて、SDGsの達成にも貢献していきます。

ロジスティードグループの注力分野と関連の深いSDGs目標         
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情報開示とステークホルダーとの
対話を通じて

活動の確認と改善を行う

取り組むべき課題を特定し
活動の優先順位を決めて実行する

企業活動
注力分野

確認と改善

社会的責任の認識
マテリアリティ

外部環境の変化および
社会・環境の課題や
期待を的確に認識する

● 2022年度 サステナビリティ推進委員会

開催回数 2回（9月、1月）

主な議題
•�マテリアリティとKPIおよびESGに関する情報開示方法の検討・承認
•�ESG外部評価状況およびサステナビリティをめぐる外部動向等の共有
•�資本政策変更に伴う影響事項の確認・共有　他

サステナビリティ推進体制
グループ全体でのサステナビリティ推進を図るため、副社長執行役員�経営戦略本部長を委員長とした「サステナビリティ推進
委員会」を設置し、定期的に委員会を開催しています。会議における重要な案件については執行役員会議に上程しています。

ロジスティードグループのマテリアリティ
ロジスティードグループでは、2017年度に15のマテリアリティを特定し、CSV※視点を踏まえ4つの注力分野を策定しまし
たが、サステナビリティをめぐる課題や経営環境が大きく変化してきていることなどから、2021年度にマテリアリティの見
直しを行いました。見直しにあたっては、ESGの側面だけでなく、物流業界における社会課題解決や事業戦略との結びつき
を意識して課題を抽出したことで、事業側面が強いマテリアリティが特定されたと同時に、社会インフラである物流業特有
の「操業時の事故防止」「防災・減災の強化」が明確化され、最終的に12のマテリアリティが特定されました。特定したマテリ
アリティを当社グループが果たすべき社会的責任として認識したうえで、社会課題解決に向けた実効性ある活動を推進し
ています。
※CSV（Creating�Shared�Value）:経済利益活動と社会課題の解決の両立やそのための経営戦略等

注力分野の策定
優先的に取り組むべき課題への活動にあたり、�特定された12のマテリアリティについては、価値創出に資するものを3つの
「注力分野」に、コンプライアンスやリスクマネジメントなど、事業基盤に関わるものを「注力分野を支える基盤」に分類しま
した。また、注力分野とSDGsとの関連性についても整理しました。

● マテリアリティ特定プロセス

●��これまでのマテリアリティ
（2017年度特定）の課題把握
●��ESG課題の抽出（SDGs、ESG
評価機関の評価項目、非財務
情報開示ガイドライン、物流
業界の重要課題、当社の事業
戦略上の課題、コーポレート
部門の戦略課題）

●��マテリアリティテーマリストの
作成

Step 1
課題の抽出

●��ステークホルダーの重要度評価
•��ESG評価機関の各業界の評
価ウェイト
•�機関投資家が重視する課題
•�投資家アンケート

●��当社グループにとっての重要
度評価
•�LOGISTEED�WAY
•��当社の事業施策、ESG関連
の取り組み
•�環境中長期目標　等

Step 2
優先順位付け

❶��経営層による評価の実施
(1)��経営層によるマテリアリティ
テーマの評価実施

(2)��(1)の評価結果をもとに経営
層ワークショップにて議論

❷��外部有識者による妥当性の確認
•��社外の有識者による評価プロ
セス、マテリアリティの妥当性
について意見聴取

❸��取締役会による妥当性の確認・
承認

Step 3
妥当性の確認

●��マテリアリティの特定
•��マテリアリティをもと
に、注力分野の策定、
KPIの設定を実施

特定

サステナビリティに関する詳細はWebサイトもご参照ください。

https://www.logisteed.com/jp/profile/csr/sustainability/

外部有識者によるマテリアリティ妥当性の確認

https://www.logisteed.com/jp/profile/csr/pdf/
materiality01_2022.pdf
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マテリアリティ
● 脱炭素社会への貢献
● 循環型社会への貢献

マテリアリティ
●  強靭で持続可能な物流 

サービスの構築・進化

脱炭素・循環型社会への貢献 強靭で持続可能な物流サービスの構築・進化注力分野1 注力分野2

マテリアリティ
● 成長を支える多様な人財の確保
● DXの深化
● 協創によるビジネスモデルの構築

マテリアリティ
● 安全・健康で働きがいのある職場の実現
● 人権および責任あるサプライチェーンの構築
● ガバナンス・コンプライアンス

● 操業時の事故防止
● リスクマネジメント
● 防災・減災の強化

協創による新たな価値の創出注力分野3

注力分野を支える基盤
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